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カエデ見所案内板
カエデの色々な話を紹介する、
１０枚の解説看板が立っています。
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カエデ豆知識 「もみじ と かえで はどうちがうの？」

カエデの木は諸説ありますが、世界に約1５0種、日本では30種ほどが自生しています。

カエデ園では亜種や変種等も含め日本に自生する20種類、外国産3種類のカエデを見ることができます。

色も形も様々なカエデ、この機会にお気に入りの１本を見つけて下さい。

とても美しいピンク色の紅葉ヤマモミジと併せ、もみじの
代表格

小さな団扇のような葉

タネ（翼果）の形が
チドリの飛ぶ姿に似
てる？

中国から来たカエデ

カエデらしからぬ葉の形

イロハモミジとよく似てます

美しい斑入りの品種があります

薄いけど、カエデ糖が
とれます。

「もみじ」の意味を教えて！

「もみじ」は、「ものに色がつく」という
意味の古語「もみつ」に由来します。もと
もとは紅葉現象そのものと紅葉する植物全
部を「もみぢ」と呼びましたが、のちに紅
葉する木の代表であるカエデのことを特に
「もみじ」と呼ぶようになりました。

「かえで」の名前の由来は？

「かえで」という名前は、緑色の手のひらの
ような葉が「カエルの手」のように見えるの
で、「かへるて」と呼んで いたのが縮まっ
てできたと言われています。植物学の世界で
は、カエデ科カエデ属の仲間の木のことを
「カエデ」と呼んでいます。

「かえで」誕生ものがたり

カエデ類は1億4千万年前、裸子植物から分
化しました。6500万年前温暖な期間が続き
北極圏でハナノキが繁茂しました。約2300
万年前から寒冷な期間が続き乾燥が苦手なカ
エデ類は日本海と太平洋に挟まれた日本列島
で多様化、日本の固有種となりました。


